
1993年12月増刊号第41巻14号

特集・体育・スポーツのこれまでとこれから� 

1 r は何を伝えてきたか体育科教育J

11 縛翻意32222念懸賞論文入選作発表� 

'111 これからの日寺代に求められる体育ースポーツ

創刊40周年記念号




J

e
Q
O 動

物
佳
作

て
は
じ
め
じ

わ
が
国
で
誌
、
高
齢
化
社
舎
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
成
人
病
対
策
や
穣
康
作
り
の
た
め

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詔
分
が
、
さ
か
ん
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
わ
沿
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
健

康
に
関
す
る
興
味
と
関
心
の
高
ま
り
は
、
中

高
年
者
を
様
々
主
運
動
へ
と
駆
ち
立
て
て
い

る
。
精
神
遅
謀
者
に
と
っ
て
も
こ
の
こ
と
は

例
外
と
は
い
え
な
い
。
近
年
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
精
神
還
樺
者
の
な
か
に
も
、
成
人
鶏
と

い
わ
れ
る
疾
患
を
持
っ
て
い
る
者
が
、
か
な

り
の
割
合
、
て
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
恥
。
ま
た
、
な
か
に
は
い
わ
ゆ

る
卒
老
現
家
安
み
せ
る
の
も
少
な
く
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
予
紡
あ
る
い
は
対
処
の
た
め
に

択
。
適
境
な
連
動
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て


い
 
し
か
し
、
精
神
遅
滞
者
の
鍵
農
作
ち
の
た

め
に
効
果
的
な
身
体
活
動
を
実
麗
す
る
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
調
難
が
あ
る
。
ま
ず
第
一
仁
、

障
害
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
活
動
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
一
般
に
、
精
神
遅
謀
者
、
て

精
神
遅
滞
児
の
た
め
の
健
康
維
持
を
目
的
と
し
た

「
歩
く
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
割
払
古
口
問

p
c
m
g
g
)
の
効
果

北

海

道

教

育

大

学

安

井

友

康

中

兵

庫

教

育

大

学

七

木

隠

は
身
体
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
持
で
き
る
た

め
の
身
体
調
聴
力
や
協
感
性
が
遅
れ
て
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
呼
吸
循
環

器
莱
機
能
の
未
熟
さ
な
ど
も
報
告
さ
れ
て
い

る
。
加
え
て
、
身
体
活
動
に
対
す
る
精
神
選

擦
者
自
身
の
意
欲
の
低
急
、
そ
し
て
鍵
嬢
維

持
の
た
め
の
適
切
な
・
身
体
活
動
の
必
要
性
に

i

対
す
る
理
解
の
乏
し
さ
な
ど
は
、
:
鍵
常
者
に

適
忘
す
る
従
来
の
身
体
活
動
を
そ
の
ま
ま
実

擁
す
る
の
が
国
難
で
あ
る
こ
と
を
想
像
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
二
の
理
由
と
し

て
、
身
体
活
動
密
行
う
擦
の
理
境
設
舗
の
関

鰭
が
あ
る
。
学
齢
期
以
降
の
精
神
遅
捧
者
の

健
康
枠
ち
に
は
、
特
別
な
運
動
施
設
を
必
要

と
す
る
場
合
が
少
な
く
な
い
の
に
対
し
、
常

時
鍍
用
で
き
る
環
壊
が
十
分
と
い
え
ず
、
継

続
的
な
運
動
を
実
施
す
る
の
が
関
難
な
状
況

に
あ
る
。

上
記
の
点
を
踏
ま
え
、
精
神
遅
滞
者
の
場


合
は
耀
時
間
に
急
激
主
エ
ネ
ル
、
ギ 

議
費
が


な
さ
れ
る
身
体
活
動
で
は
な
く
、
、
安
全
、
で
し


か
も
楽
し
い
活
動
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
ま


ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
視
点
か
ら
も
、
長 

起
扶
の
審

無
な
ど
の
コ
ー
ス
の
違
い
に
よ
h

ソ
連
動
強
度

群
に

ラ
ム
を
実
施
し
、
そ
の
者
勉
性
を
検
証
し
た

報
告
は
少
な
い
。
そ
こ
で
本
研
究
誌
、
成
人

精
神
避
滞
者
を
対
象
に
、
一
年
に
‘
・
わ
た
る
「
歩

〈
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
身
体
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

に
及
ぼ
す
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
安
詩

る
運
動
に
比
べ
、
「
普
く
」
〈
巧
包
玄
口
問
)
は
、

的
と
し
て
行
っ
た
。
そ
の
際
、 

ω

が
発
全
ず
る
危
険
性
が

に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
?
的
個
々

の
対
象
者
の
身
体
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
レ
ベ
ル
に

合
っ
た
「
多
く
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
ぞ
作
成
し
、

そ
の
有
効
性
安
検
討
す
る
こ
と
を
も
併
せ
て

陸
的
と
し
た
。

一
一
、
方
法

E

ー
、
対
象
者

対
象
者
は
、
施
設
属
性
の
詑
歳
か
ら
伍
議

ま
で
の
、
身
体
に
障
害
を
静
せ
持
た
な
い
績

神
遅
滞
者
嬰
子
口
名
で
、
「
歩
く
」
プ
ロ
グ
ラ

ム
参
加
群
9
名
と
統
制
群
8
名
と
の 

分
け
た
{
襲
1
)
。
「
歩
く
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
参

加
群
に
は
、
各
参
麓
者
の
体
調
や
体
力
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
て
、
一
週
間
に 
4
1
5
日
、
約 

2
キ
ロ
か
ら 
5
キ
ロ
ま
で
の
コ 

ス
を
「
歩

e
2

愈
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
問
一
ス

ど 

ド
で
、
歩
行
及
び
議
行
を
行
っ
た
と
き

に
は
、
歩
行
り
際
の
酸
素
諮
襲
議
が
走
計
り

そ
れ
よ
ち
も
大
き
い
と
い
う
報
告
も
あ
る
。

l
こ
の
よ
う
な
「
審
く
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
織

化
す
る
こ
と
で
、
億
の
身
体
話
勧
以
上
に
中
・

高
年
齢
者
の
身
体
処
方
レ
ベ
ル
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
お
り
、
近
年

中
高
年
者
を
中
山
日
拡
く
鍵
康
作
り
に
取
り

入
れ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
学
齢
裁
に
あ
る


鵜
神
遅
滞
児
を
対
象
と
し
た
鍵
譲
維
持
に
寄


与
す
る
「
歩
く
」
プ
ロ
グ
初
ム
に
つ
い
て
の

実
践
が
報
告
が
さ
れ
て
い
針
。
し
か
し
、
比

較
的
高
齢
の
も
の
を
食
む
精
神
遅
樺
者
に
対

し
長
期
間
に
わ
た
ち
「
捗
く
」
プ
ロ
グ

期
開
に
わ
た
れ
ツ
無
程
な
く
行
え
る
内
容
の
も

の
が
望
ま
れ
る
。
特
に
高
齢
の
精
神
運
捧
者

に
は
こ
の
点
が
強
調
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

一
般
に
水
泳
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
訟
ど
の
よ
う

に
運
動
章
常
利
が
高
く
、
敏
捷
性
が
要
求
さ
れ

ス
ポ
ー
ツ
陣
官
官
な 

敦
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表� 1 対象者

グループ人数年齢 IQ 身長� 体震 ローレJvt調r

糊勝 8 

平均 SD 平均釦 平ま警 部 平均 釦

42.3 7.6 お.1 9.7 157.2 6.2 51.3 6.5 

一
均

一

平

-
n
H
M
 

132.6 16.3 

o
a

し
行
っ
た
。
制
定
は
、

一
�
 ま、
て
り
日
時
間
と
し
た
。
な
�
 

P
M
6

i

i
(
N
E
C
9
s
o
l
v
x
)

ン
ぜ
ュ
�
 
タ
�
 

Z
M
2
0
0
)

と
も
じ
、
感
喪
が
不
良
に
な
っ
た
物
じ
つ
い

て
は
、
適
宜
新
し
い
物
と
交
換
す
る
よ
う
に

し
、
実
棋
値
と
の
誤
義
は

5
%以
内
と
し
た
。
�
 

心
拍
数
号
測
定

心
拍
数
の
誠
定
法
、
被
検
者
に
対
し
心
理

的
負
艦
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
群

か
ら
検
査
可
能
な
も
の

6
名
を
灘
、
び
測
定
し

に
わ
た
り
、
歩
数
計
(
ヤ
マ
サ
時
計
精
機
製
�
 
た
。
測
定
は
胸
部
導
出
に
よ
り
百
本
光
電
製

に
よ
る
測
定
を
統
制
群
、
「
歩

パ
ル
ス
ウ
ォ
ッ
チ

く
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
群
の
全
対
象
者
に
対

ω

A
M
7

i

一9
0
か
ら
�
 

フ
ェ
ー
ス

Q
1
1
9
1
Wを
過
し
て
、
コ

勢植露軍 s 担.7 8.9 18.2 4.2 1位置� 1 7.5 57.3 10.1 話2.723.0 

事:体重V!Jt1f3X101 

衰� 2 コースデータ

£剥撤:(b'min-1)コーλ

No.l霊閣

制α2港岸� l 

No.3 海舟� 2

蜘.4海岸3 

時(1様萄

{分〉
 

最高地点最低地点 平均� SD 


高弼府議距離(加〉

L

L

aF
O
n

時
議
内
羽
�
 

£

由

民

て
行
っ
た
。
測
定
し
た
心
拍
数
は
、
イ
ン
タ

r
3
A
H
v
n
u
h
U
F
3

z

4zaM
F
3

Z
Z

・・
刷

喝

�

 

・
2

・
�
 民織
噌

奮

�

 

噌 伊

3鳴

認

話

相

務

釦

総

鉛

悶

3 5.1 

85.5 7.7 

邸.0

船

時

純

白

鉛

苅

郎

総

11ヰ.5 

7.6 

87.6 7.2 

108.8 10.5 

l倒� .4 12.4 
No.5みかん盟� 

No.6器� 

No.7高校� 

No.8山

w
q
M
n
O
内
4

摘
も
&
&
&
&

96.8 9.0 

110.5 14.3 

-a

そ
れ
ぞ
れ
の
群
の
会
参
加
者
を
対
裁
に
、

ス
の
距
離
、
標
高
差
(
諜

2
て
あ
る
い
法

一
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
る
蔀
後

コ
�
 ス
付
近
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
の

の
体
重
安
説
定
し
、
ロ
!
レ
ル
指
数
を
算
定

し
た
。
�
 

i
i

料
体
重
、
ロ
�
 レ
ル
指
数

i

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
仁
先
立
っ
て
、
各
コ
�
 

w
m

数

分

叩
箱
詰
怨
叩
間
滞
舗
内
問
的
判

拍

/

舗

晴

朗

心

拍

1

1

1

1

1

1

1

1

1

:

 

議題コース� (J-A誕0.1)
毒7歳算性� IQ:22 

場
D
嗣

ト
紫

議
刷
用
騨

60 9O 12O 15悶� 

題� 1 認伏のあるコ-Aの心拍数変動� 

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。
統

制
群
は
、
施
設
内
に
て
従
来
通
り
の
生
活
を

送
り
、
特
製
な
「
歩
〈
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
実

施
し
な
か
っ
た
。

2
、
測
定
法

制
歩
数
の
謡
窓

「
捗
〈
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
擁
し
た

1
年
間

お
測
定
器
具
は
、
定
期
的
に
檎
整
骨
行
う
と

M
R
C
1
2
0
0を
用
い

で
処
理
を
し
た
。

3
、
「
歩
く
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

無
味
を
引
き
そ
う
な
物
、
お
よ
び
交
通
上
の

危
検
性
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
急
ら
に
事

前
指
導
と
し
て
、
参
加
者
の
「
歩
〈
」
プ
ロ

体膏科教育増刊号



i毎鱒� 2コース� (J-A誕0.3) 
27議男性� 10:14 

数

分
尚一 

W

lOO 

国� 2 平坦なコースの心拍数変動

o挽数

多数 n=17 {拍/分}
 n=17 
四腕 事� 

150 事事牢� 

91.5 
1器削 l∞ 

76.6 

50京総

o
G 

留� 3 一日の平均歩数の比較 盟毒 'L..'拍数の比較

グ
ラ
ム
に
対
す
る
動
機
づ
け
者
高
め
る
た
め
、
加
者
仁
そ
の
変
化
を
理
解
し
や
す
い
よ
う
に

で
き
る
限
り
自
分
ず
コ 
l
ス

が

灘

択

で

き

る

し

た

?

よ
う
に
配
麗
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
コ 

ス
誌
、

i

景
品
}
な 

の
変
化
に
富
み
、
特
色
の
あ
る
も

E

の
を
設
定
し
た
。
ま
た
語
的
地
で
は
、
満
度

な
水
分
雛
給
を
行
い
、
ま
た
ゲ 
i
ム
な
ぎ
を

丘
、
縮
製

ー
、
書
コ 

の
還
動
強
度

i
x

コ
ー
ス 

歩
行
中
の
参
加
者 

の
心
拍

h
l

A

(
D

ト� 
3事� 

い
〉
盤
謹

20 40 ゐ� 80 

!
m
m
d

ム

円

館

市

問

畑

団

団

四

問

調

錨

鈎

吻

関 

8 


卜
後
四

き
す
器
宮
l
M

行
い
楽
し
い
雰
囲
気
を
作
り
、
興
味
を
持
綾

数
変
動
守
み
る
と
〈
国
1
て

ス

タ 

ち
せ
る
よ
う
な
工
夫
を
行
っ
た
。
そ
り
ほ
か

一
週
間
接
の
各
務
加
者
の
歩
数
と
非
議
の
増

緯
度
の
心
拍
数
を
上
下
し
て
い

減
を
グ
ラ
フ
化
し
て
訴
す
こ
と
に
よ
り
、
参 

i

-sziH

分
ほ
刊
と
は
平
躍
な
コ 

l
ス
、
で
あ
る
た
め
、

た
が
、
そ
の
後
の
登
り
城
、
て
は
民
話

ま
で
暫
時
上
昇
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

近
の
平
認
地
に
お
け
る
身
体
活
動
中
は
、

思 

山口

時
に
、
呂
∞
げ
・
宮
町 

ご
ま
、
て
に
減
少
し
た
説
、

で
は
、
起
伏
の
あ
る
コ
ー
ス
に
比
ぺ

統制群 参加群
続権鮮� 議参旗瞬 事� P<.05

寧#事� P<.005

2
V

g-B

i

後
再
、
び
コ 

ス
が
緩
や
か
に
な
り
、
撰
上
付

i
前
後
を
変
動
し
て
い
た
。
休
憩

1
F

婦
り
の
下
り
板
、
で
は
足
手
・
言
宮

心
拍
数
者
一
邪
し
た
。
そ
の
後
の
平
坦
地
で
は
、

暫
時
減
少
し
終
了
後
日
比
分
で
定
σ
・
話
吉 

ま
で
回
復
し
た
。
コ 
i
ス
全
体
が
比
較
的
平

i
ス
恥 

3
の
心
拍
数
変
動
の
結
果

蝿
在
、
コ

〈盟
全
録
的
に
心
拍
数
変
動
は
ふ
引
き
〈
、
平
場
心

鵠
数
も
低
か
っ
た
。
こ
れ
ら
む
測
定
の
結
果

か
ら
、
コ 
i
ス
そ
れ
ぞ
れ
り
運
動
強
度
を
推

誕
し
、
こ
れ
を
も
と
に
各
参
加
者
り
吋
歩
〈
」

能
力
や
、
そ
の
日
の
体
調
に
合
わ
せ
て
コ
ー

ス
の
選
択
を
行
っ
た
。

一
年
間
の
「
歩
く
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

体
麓
変
化

2 
「
歩
く
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
群
に
お
い
て

「
参
く
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
営
実
施
し
た
日
の
平
均

心
始
数
と
統
制
群
の
一
日
の
平
均
心
拍
数
を

l
H

程
変
のi

M
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Scor曇� 150 炉� 17 

140 

130 

120 

Z
'
T
H
ω

Y

均
心
強
数
が
高
い
こ
と
が
諒
さ
れ
た
(
色
町

つ 

に
「
歩
く
」

仲 

p<.OOI** 

ま
た
「
歩
く
い
こ
と
に
よ
る
運
動
震
の
増

加
に
と
も
な
い
、
立
伊
〈
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加

構
持
運
滞
者
の
鑑
農
作 
ツ
の
た

者
は
、
全
員
に
体
重
減
少
が
認
め
ら
れ
た
。

な
か
で
も
肥
満
化
傾
向
の
参
加
者
の
体
重
減

少
が
目
立
ち
、
「
歩
く
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
鶏
果

が
確
認
さ
れ
た
。
鍵
常
中
高
年
者
の
吋
歩
く
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
わ
ず
か
三
カ
丹
揮
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
て
最
大
酸
葉
摂
取
量
一
主
、
ど
の
身

体
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
戸
ベ
ル
が
向
上
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
恥
。
鍍
常
者
の
場
合
に

は
、
自
分
の
体
を
健
慶
に
保
ち
た
い
と
い
う
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意
欲
が
、
動
機
づ
け
と
な
り
運
動
の
長
期
的

な
継
続
が
可
能
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
精
神
混

滞
者
の
場
合
に
は
、
身
体
活
動
の
必
要
性
の

意
味
が
立
か
立
か
理
解
で
き
ず
、
自
ら
進
ん

O
C

で
身
ル
持
活
動
を
行
う
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。

h

統
制
群
の
芯
ミ
ゃ
れ 

忠

仁

比

そ
の
た
め
健
康
の
保
持
場
進
の
た
め
の
身
体

活
動
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
導
入
に
十
分
立
記

識
が
な
け
れ
ば
、
組
柄
神
瀧
滞
者
に
は
、
た
ん

な
る
強
制
あ
る
い
は
苦
痛
と
し
て
の
み
提
え

ら
れ
、
運
動
の
習
横
化
を
徒
す
ど
こ
ろ
か
運

}
自
民
と
さ
れ
、
歩
数
に
換
算
す
る
と
捧
盛
山
仰

動
嫌
い
を
作
っ
て
し
ま
う
場
合
が
少
な
く
な

丹
と
な
る
こ
と

い
。
実
際
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
荊
に
は
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担
瀧
化
傾
向
が
高
く
悲
蹄
か
ら
運
動
の
必
要

龍
を
強
く
指
議
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
お
ら

ず
、
体
安
動
か
す
こ
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し
て
強
〈
抵
抗

し
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際
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身
鉢
活
動
の
持
関
に
自
ら
ほ
と

コ 

ス
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。
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歩
く
〕
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ら
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仁
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ら
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ム
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仁
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検
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施
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ロ
グ
ラ
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、
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仁
菌
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。
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十
分
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運
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れ
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円
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歩
く
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が
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精
神
遅
誇
者
に
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っ
て
鎮
理
の
な
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も
の
で
あ
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運
動
習

h

棋
の
定
着
に
漉
し
た
も
の
，
で
あ
る
こ
と
、
さ

後
に
お
け
る
各
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の
ロ 
1
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指
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比
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し
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結
果
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5
)
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統
制
群
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で
は
プ
ロ
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ム
前
後
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〈
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ラ
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訳
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縁
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懇
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